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設
備
投
資
の
変
動
と
最
適
資
本
ス
ト
ッ
ク

. 

.浜
田

.文

. 

'
雅

.

企
業
の
設
備
投
资
行
動
の
経
験
的
研
究
に
お
い
て
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
る「

ス
ト
ッ
ク
調
整
原
理」

は
、
限
界
固
定
資
本
係
数
と
設
備
の

稼
動
率
の
艮
讲
に
お
け
る
安
定
浊
と
い
ぅ
ニ
つ
の
前
提
を
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
に
含
ん
で
い
る
。
よ
り
一
般
的
な
有
理
関
数
的
ラ
グ
の

分
布
这
ニ
？

naldistributed 

l
a
g

を
想
定
す
る
^
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン〔

4〕
〔

5〕
〔

6〕

を
除
け
ば
、

メ
イ
ヤ
ー•.

ク
ー〔

9〕

、

ク
ー〔

7〕

、

ア
イ
ス
ナ
ー〔

1〕

.

r
2
T

 

メ

イ

ヤ

ー

.
グ

ロ

ー

バ

ー

〔

8〕

な
ど
は
そ
の
代
表
例
で
あ
っ
た
。
事
実
、
こ
の
二
つ
の
前
提
は
約
十
年
間
ほ
ど
の
観
察
期
間
に
お
け
る
分

(

2)

析
で
は
、
か
な
り
有
用
で
あ
っ
た
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。

限
界
固
定
資
本
係
数
の
長
期
に
お
け
る
安
定
性
は
、
少
な
く
と
も
わ
が
国
製
造
業
に
対
す
る
観
察
事
実
を
根
拠
と
す
る
か
ぎ
り
、
固
定
資
本
ス 

ト
ッ
ク
が
産
出
水
準
の
線
形
関
数
で
近
似
で
き
る
こ
と
、
そ
ぅ
し
て
、
そ
の
定
数
項
が
負
値
を
と
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
平 

均
闽
定
資
本
係
数
は
長
期
的
に
み
る
と
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
期
間
に
お
い
て
、
資
本
の
.労
働
に
対
す
る
相
対
価
格
は
、
主
と
し
て
、
 

名
：：：：

賃
金
率
の
上
羿
と
実
効
利
子
率
の
横
這
い
ま
た
は
な
だ
ら
か
な
低
下
に
よ
っ
て
、
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

一
つ
の
か
な
り
囟 

然
な
解
釈
と
し
て
、
平
均
固
定
資
本
係
数
の
上
昇
傾
向
は
、
右
の
相
対
価
格
の
長
期
傾
向
的
な
低
下
に
埽
因
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る 

で
ぁ
ろ
53)

。
設
備
の
稼
働
率
の
長
期
的
な
横
這
い
傾
向
は
、
ア
フ
タ
リ
オ
ン
の
フ
ア
ー
ニ
ス
•
ア
ナ
ロ
ジ
I -
T
h
e

 

f
urnace ana

l
o
g
y
-

を
引

用

し

た

ハ

ー

バ

ラ

ー
〔

3〕

の
企
業
家
の
投
資
の
ラ
グ
に
よ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

限
界
固
定
資
本
係
数
一
定
の
仮
定
は
、
上
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ

れ

が「

意
図
さ
れ
た」

係
数
の
不
変
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
 

短
期
的
に
は
伸
縮
的
で
あ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

ス
ト
ッ
ク
調
整
原
理
は
、
こ
の
短
期
的
伸
縮
性
を
機
械
的
な
ラ
グ
の
分
布——
震

分

布

ラ

グ 

-
に
よ
っ
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
小
論
で
は
、(

i)

平
均
固
定
資
本
係
数
を
変
動
さ
せ
る
諸
耍
因
をH

ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
に
導
入
し
、
そ
う
し
て
、(

：1)

投
资
の
ラ
グ
を
^

生

さ

せ

る

讓

因

制

靡

お

よ

び

_

内
的

-
を

擎

、
そ
れ
ら
に
よ
る
ラ
グ
璧Q

説
明
の
可
能
性
を
,

す

る

こ

と

裏

み

€

意

図
さ
れ
た
限
界
固
定
資
本
係
数
不
変
の
仮
定
は
、
観
察
雲
を
根
拠
と
し
た
単
に
便
宜
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
霖
数
分
布
型
の
ラ
グ
の
想
f

 

同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
.
こ
の
小
論
は
/
従
来
の
ス
ト
ッ
ク
調
整
原
理
か
ら
の
一
つ
の
拡
張
(&
这
§
故
0
1
1を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
少
な 

く
と
も
、
そ
の
一
つ
の
可
能
性
を
示
し
得
た
と
信
ず
る
。
. 

，

一
最
適
固
定
資
本
ス
ト
ッ
ク
決
定
の
三
つ
の
要
因

.
 

_

単
純
化
の
た
め
に
、
生
産
の
技
術
構
造
を
ダ
グ
ラ
ス
型
で
近
似
し
、
需
要
量
を
所
与
と
す
れ
ば
、
費
用
極
小
化
原
理
に
よ
る
最
適
な
固
定
賓
本 

ス
ト
ッ
ク
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

1
0g

K
*
=
A
+
《
l 1
0g_ul

2 +

 s

 l
o
g
S
;
芝
>
0
, 

B
<
〇

こ
こ
に
、

は
最
適
な
固
妻
本
ス
ト
ッ
ク
、
u 1
2
は
資
本
の
労
働
に
対
す
る
相
対
価
格
、
S
は
実
質
売
上
高
で
あ
る
。
.た
だ
し
、
賃
金
を
仍
、
資 

本
财
物
価
を
灼
、
利
子
率
を
f
、
減
価
償
却
率
を.<0

で
表
わ
せ
ば
、
u 1
2
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

U
1
2
=
^

-fs)pl/;p2

試
み
に
、
.
こ
の
対
数
線
形
方
程
式
を
昭
和
三
十
一〜

三
十
八
年
度
の
わ
が
国
製
造
業
キ
；要
企
業
の
半
，期
別
時
系
列
デ
ー
タ
に
適
合
し
て
み
る
と
、

,
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■
. 

三
〇

(

一
四
〇) 

つ
ぎ
の
ょ
ぅ
な
推
定
結
果
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、

.

化
学
工
業

l
o
g
i
c
*
"
—
2. 7021+

 0.0682 log Ui 2 

+
1
.
4
9
0
6
1
0

OT
Q
S

(
0
.
7
7
4
0
)
0
.
3
5
2
1
)

-

JR=0.9S3, 

f
 
0
.
7
4
00

鉄
鋼

log 
w
* 
卩 C

U
4
3
2
—

〇
.9735 10

Jqu
l

2 +1.1825 log S
(0.1526) 

.
 

.
 (

0
.
0
9
0
00) 

•

1
1
=
0
.
9
9
4
,

良=1.305

金
属
製
品 

'

l
o
g
w
*
=

丨1.6405

丨0.0262 logul"+

 1.3195 logS 

3
.5

4
3

9
)

p1629)

n
=
0
.
9

ool
,

良=2.020 

電
気
機
器

log 
W
* 
= 
L 177810. 9421 log 
U1
2

+
P
9OO
0
0
1
0

CK
I
S 

(0.5434) 

(00775)

E
H
O
.

 992, 

1.674 

輪
送
用
機
器

log K
*
=
o
.

 4,256—
1,

8
5
1 log U

1
2 +

 1.1410 log S 

——

 

(
0
.
6
1
2
0
)
(

〇
.1475)

1
1
=
0
.
9
9
1
,

良=1.222

蠢

車
 

.

1
0
g
K
*
=
-
p
3
1
5
7
-
0
.

 
20 0
0 0

5 lo
g
U

に+

 L

 1121 l
o
g
s

 

..
 

、

P
6

5
4

4
)

o
o
i)

w
=
0
. 991, 

212

製
造
業
計

log K
*
=
1.9551

1

1.3016 log 
U
E 
+ 0. 9

6
7
0
log 

w 

,

p2343) 

(0.1027)

K
=
p
9
9
7
,

 

d:=1.617

こ
こ
に
、
R
は

藉

関

係

数

、
d
は
ダ
I
ビ

ン

•
ヮ
ト
ソ
ン
統
計
量
、
自
由
度
は
す
べ
S

で

あ

る

。

以

上

は

推

定

窶

の

一

部

で

あ

る

、；̂

、 

こ

れ

ら

の

屋

£

い
て
、
相
対
価
格
の
係
数
が
有
意
に
負
値
を
と
る
の
は
鉄
鋼
の
み
で
あ

り

、

皮
肉
な
こ
と
に
は
、
製
造
業
針
£

い
て
有
考 

に
負
値
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
最

適

な

遷

资

本K

ト
ッ
ク
の
決
定
要
因
と
し
て
相
対
価
格
と
雲
ま
た
は
生
産
の
み
が
考
慮
さ
れ
、
生 

産
技
術
の
変
化
の
影
響
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
i

に
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
ぅ
に
、
議

事

実

は

、
資
本
と
労
働
と
の
代
替
の
弾
力
性
係
数 

が
多
く
の
讓
に
つ
い
て

1
よ
り
大
き
V

」

と
を
1

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
C

E

I生

蠢

数

I

中
立
的
技
術
進
歩
を
と
も 

な
ぅ

ー

を
仮
定
し
、
最
適
な
固
定
資
本
ス
ト
ッ
ク
が

中
立
的
技
術
進
歩
、
生
産
拡
張
お
よ
び
資
本
の
労
働
に
対
す
る
相
対
価
格
に
依

存

し

て

決

ニ

最

適

な

固

定

資

本

ス

ト

ッ

ク

の

定

式

化 

單
純
化
の
た
め
に
以
下
の
諸
仮
定
を
お
く
。
す
な
わ
ち
、

仮
矩

(

i

)

生
産
物
は
一
種
類
、
生
要
素
は
労
働
と
固
定
资
本
の
二
種
類
で
あ
る
。

設
備
投
資
の
変
動
と
最
適
資
本
ス
ト
ッ
ク

三1
(
1

四1)



仮
定(
：11)

技
術
的
な
投
入
•
産
.出
関
係
は
、
中
立
的
技
術
進
歩
を
と
も
な
う
0
尼
8
型
生
産
関
数
で
近
似
さ
れ
る
。

仮
定

0
1U) ■

製
品
お
よ
び
生
産
要
素
市
場
は
完
全
競
争
的
で
あ
り
、
企
業
は
計
画
生
產
量
を
実
現
す
る
の
に
必
要
な
総
費
用
を
極
小
化
す
る
よ 

う
な
労
働
お
よ
び
固
定
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
最
適
値
を
決
定
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
。

仮
定(

IV)

資
本
の
労
磡
に
対
す
る
代
替
効
果
は
、
短
期
的
な
景
気
循
環
を
ヵ
バ
ー
す
る
よ
う
な
長
期
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
。

仮
定(

IV)

は
、
企
業
の
最
適
化
行
動
が
短
期
的
な
景
気
循
環
を
ヵ
バ
ー
す
る
よ
う
な
長
期
のhorizon-of-expectation

に
も
と
づ
き
、

し
か 

も

そ

の「

予
見」

が
か
な
り
正
確
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
企
業
は
長
期
に
お
け
る
製
品
お
よ
び
生
産
要
素
市
場
の
動
向 

を
見
通
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
見
通
し
に
も
と
づ
い
て
最
適
化
行
動
を
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

C

E

S型
の
生
産
関
数
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
わ
す
こ
と
.に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

⑴

V
=

る

K

4

+

U丄)

L
4〕

ふ

こ
こ
に
、
V
は
産
出
量
、
K
は
資
本
ス
ト
ッ
グ
，

L
は
労
働
の
投
入
量
、

y
は
生
産
効
率
パ
ラ
メ
タ
、

5
は
分
配
パ
ラ
メ
タ
、

P
は
代
替
パ
ラ
メ 

タ
で
あ
る
。
仮
定(

：11)

に
よ
っ
て
、
生
産
効
率
パ
ラ
メ
タ
y
は
中
立
的
技
術
進
歩
を
含
む
.か
ら
、

ス
ム
ー
ス
な
時
間
の
増
加
関
数
で
あ
る
。

⑴
を
時
間
変
数
-
に
つ
い
て
微
分
し
て
整
理
す
る
と
、

つ
ぎ
の
関
係
式
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

⑵

r

!

T

r

(

！)(

，

す

^t

こ
こ
に
、
1

K

/

L

W
"

^

^

f

- l
s

で
あ
る
。
賢
用
方
程
式
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

す
な 

ゎ
ち
、

(3
0 

n ̂ 
 ̂

w

こ
こ
に
、
C
は
産
出
量
に
比
例
す
る
原
料
•
材
料
投
入
費
用
を
除
く
費
用
で
あ
る
。

仍
は
資
本
財
の
価
格
、
.チ
は
突
効
利
子
率
、

<
0は
減
価
偾

と
I

支
払
額
の
和
が
原
材
料
f

除
く 

f

に
等
し
い
と
と
を
示
し
て
い
る
。
他
の
I

f

 

I

?

 

I

s
ィ
r

l

Q

M

Iを
も
つ
®
が
こ
の
ニ 

f

だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
⑴
と
⑶
か
ら
、
觜

極

小

®

一
階
条
件

l

f
ニ 
|

=

$

冷

ま
た
は
、

w 

f

 

5 

$
 

^

(

デ

；
U
1
2
J
1
(
？

)
^

で
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
⑴
か
ら
、
 

•

(

f

s

x

€

r

+(

I

)

p

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
式
の
右
辺
に
⑷
を
代
入
し
て
整
理
す
る

と

、

‘

，

(5(

y
d ^
"

K

,H I
i

?

?

+

(

z

^

⑶
を
⑵
の
右
辺
に
代
入
す
れ
ば
、
最
適
な
固
定
資
本
ス
ト
ッ
ク
は

相
対
的
増
加
率
の
形
で

つ
ぎ
の
よ
ぅ
に

表
わ
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

)

⑶ 

T

?

棄

 
M

T

?

3

r

 

.

巾
I

I

、
唐

I

お
よ
び

s

l

i

l

l
格
と
い
ぅ
三

3

式
か
ら
分
配
。ハ
ラ
メ

タ

へ

代

替

。ハ
ラ
メ
タ

P
お
よ
び
生
産
効
率
。ハ
ラ

メ
タ
の
相
対
的
増

加

率
 

設
備
投
資
の
変
動
と
最
適
資
本
ス
ト
ッ
ク

こ
れ
は
中
立
的
技
術
進
歩
の
速
度
を
表

三

三(

一
四
三)



わ
し
て
い
る—

の
適
当
な
推
定
値
が
求
め
ら
れ
れ
ば
、
最
適
な
.固
定
資
本
ス
ト
ッ
ク
.の
時
間
経
路
を
推
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三

で

み

お
よ
び

f/
r

の
推
定

 

—

こ
の
節
で
は
、
戦
後
の
わ
が
.国
製
造
業
主
要
企
業
に
関
す
る
デ
ー
.タ
を
利
用
し
て

P
、
み

お

.よ

び

r/
y
を
推
定
し
た
結
果
を
示
す
こ
と
に
し 

よ
う
。
表
一
に
は
観
察
期
間
に
お
け
る
現
実
の
固
定
资
本
ス
ト
ッ
ク
、
労
働
、
実
質
売
上
高
お
よ
び
資
本
の
労
働
に
対
す
る
相
対
価
格
の
平
均
的 

な
相
対
的
増
加
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
各
数
値
は
、
当
該
変
数
の
対
数
を
時
間
変
数
-
の
一
次
関
数
で
表
わ
し
た
式
を
、
直
接
最
小
南 

乗
法
に
よ
っ
て
適
合
さ
せ
て
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
適
合
度
は
い
ず
れ
も
か
な
り
高
く
、
相
対
的
増
加
率
の
推
定
値
は
安
定
性
が
高
か
っ
た
。
 

代
替
パ
ラ
メ
タ

0
は
代
替
の
弾
カ
性
係
数
び
と

つ
ぎ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

⑷
を
相
対
的
増
加
率
の
形
で
表
わ
す
と
、

⑵ 

T

5 h
* *

そ
こ
で
、

$
お
よ
び

u 1
2
の
相
対
的
増
加
率
が
観
察
期
間
中
に
お
い
て
か
な
り
長
期
的
に
安
定
的
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
代
替
，の
弾
力
性
係 

数
び
の
推
定
値
を
、
(7
)
に
表
一
の
数
値
を
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

分
配
パ
ラ
メ
タ
3
の
推
定
値
は
、
今
推
定
し
た
び
の
値
を
⑷
に
代
入
し
、
さ
ら
に
％
お
ょ

び

U !
に
そ
れ
ぞ
れ
の
観
察
期
間
に
お
け
る
平
均
値 

を
代
入
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、

つ
ぎ
の
式
か
ら
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
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セ
鉄
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1)
2)
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肥
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機

機
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学

ム

か

メ

鉄

属

般

気

'M
I.
造

II-mwjii^ (om/Eim (平年率％ )

K L u 12 s
•

K L U12 S
oc

X

7 .64 3 .746 -3 .7 1 4
—-------------------------------------

5.328 3.889
4.81 - 0 . 053 - 3 . 772 5.579 4.863
3.04 - 0 . 624 - 3 .  281 4.409 3.666
6 .95 1.135 ~ 5 . 077 8.849 5.817
3.51 2 .072 - 2 . 353 5.908 1.434
9 .01 1.886 -3 .4 1 4 7.635 7.146
8 .09 0 .481 —3 .438 5.943 7.610
7.93 4 .772 一 2 .421 7.677 3.155
5 .50 2 .284 - 3 .  928 6.617 3.211
4.70 0 .926 - 4 .  905 6.820 3.145
8 .91 3 .133 - 4 .  523 7.953 5.780
5 .79 1.574 - 2 . 738 7.350 4.219
8. 96 4 .194 ~ 2 . 084 7.842 4.766
8 .91 4.207 - 2 .  683 10. 620 4.702

12.54 6 .877 — 1.638 12.417 5. 649
9 .56 2.953 ~ 2 . 232 10.265 7.613

14 .17 5.046 -0 .5 2 1 13.796 9.119
6.28 3 .096 一 3.430 1.905 3.186

要企業経営分析j である。
年度上半期まで。資料は日本銀行統計局「主

設
備
投
資
の
変
動
と
最
適
資
本

ス
ト
ッ
ク

幻 

A
v
.

S
:
A
V
. 

C
U
L

. 

1
+
a
v
.
£
-
a
v
.(

u
l

こ
こ
，に
、
ル
は
観
察
期
間
に
お
け
る
当
該
変
数
の
平
均
値
を
表 

太
L
て
い
る
。

⑶
に
よ
っ
て
3
の
推
定
値
を
得
る
た
め
に
は
、
 

3

に
よ
っ
て
1-
|
算
さ
れ
る
3
の
各
期
に
お
け
る
値
が
傾
向
と
し 

て
は
横
這
い
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

図
一
に
は
各
切
に 

お
け
る
み
の
値
が

産
業
別
に

示
さ
れ
て
い
る
。
図
か
ら
明
ら
か 

.な
よ
ぅ

に
、
⑶

は
み
の
推
定
式
と
し
て
適
当
で
あ
る

こ
と
が

分 

力
る
で
あ
ろ
ぅ
。

中
立
的
技
術
進
歩
の
速
度
を
求
め
る
た
め
に
は
、
以
上
で
求 

め
た
び
お
よ
び
S
の
推
定
値
と
、
表
一
に
示
さ
れ
た
K
、
L
、
S
. 

お

よ
び

U12
の
相
対
的
增
加
率
を
(6
)
に
代
入
す
れ
ば
よ
い
。
た 

だ
し
、

UX
の
水
準
に
は
観
察
期
間
に
お
け
る
平
均
値
A v
.
t1
2) 

を
代
入
す
る
。
表
ニ
に
は
、
中
立
的
技
術
進
歩
の
速
度
の
推
定 

値
力
び
お
よ
び
み
の
そ
れ
と
と
も
に
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
4っ 

ち
、

(

ン

i

GQ
w

.

三
五
.(

一

四
五)



1.042 
1 .289 
1.117 
1.146 
0. 609 
2. 093 
2.213 
1.304 
0.817 
0 .641 
1.278 
1.541 
2. 287 
1.753 
3 .449 
3.411 

17. 517 
0. 929

注） a) R は(6J 式右辺笋3 項の推定値 

6) (半年％ )

0. 4051 2. 290
0. 3099 3. 335
0. 2992 2. 585
0. 4262 3. 203
0. 8941 0. 376
0. 2826 5 .154
0 .3008 5 .152
0 .2347 2.358
0. 9596 0. 029
0 .8994 0, 782
0. 4392 2. 981
0. 3601 2. 551
0. 2105 3. 436
0. 2676 3. 388
0 .1869 5. 263
0 .1610 5.310
0. 2682 5. 327
0. 4487 1.825

(半年％ )

産 Rn)

表 2 パラメタの推定結见

yb)
7 do

- 0 . 022 3. 0077
4 .104 0. 7074
3. 954 0. 7329
5. 102 0. 7143
2. 774 0. 2729
3. 779 0. 9223
3.004 0 .7540
2 .108 1 .1596
1 .151 0. 3881
2. 902 0. 3059
2. 024 0. 8488
4 . I l l 0. 9230
2. 318 2. 0045
5. 098 0, 7732
5 .140 0. 9708
6, 015 1 .0675
4. 958 1 .7294
3,450 0. 8749
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設
備
投
资
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変
動
と
最
適
資
本
ス
ト
ッ
ク
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T
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r
f

 
3

r

中
立
的
技
術
進
歩
の
速
度
は
、
生
産
効
率
パ
ラ
メ
タ
r
の
相 

対
的
増
加
率

.

(

観
察
期
間
に
お
い
て
一
定)
に
ょ
つ
て
表
わ 

さ
れ
る
か
ら
、
纟
期
に
お
け
る
7
の
値
を

7(
で
表
わ
す
と
、
 

ハ
の
推
定
値
么
は

.

.

00( 1

十
か

1)

れ
 

こ
こ
に

、

f

 

{

=±
;

y 

ズ

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

如
の
推
定
値
は
⑴
式
に
よ
っ
て
、
 

つ
ぎ
の
方
程
式
か
ら
求
め
る
こ
と
が
で
き
一る。
す
な
わ
ち
、
 

01，
=
A
V
.

-

-

-

-

-

：
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-
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_
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r(

i

+
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^
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丨
，
r
-
'
o
a
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推
定
結
果
は
表
ニ
の
最
右
攔
に
示
さ
れ
て
い
る
◊
図
ニ
に
は 

各
期
に
お
け
る

«0

の
推
定
値
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
。
図 

に
よ
る
と
、

化

学

、
.
化

学

肥

料お
よ
び
非
鉄
金
属
に
お
い
て 

低

下

傾

向

が認
め
ら
れ
る

他

は

、
.傾

向

的に
は
か
な
り
安
定 

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
ぅ
。

ao

の
短
期
的
な
変
動 

は
、
景

気

循

環

とか
な
り

一
致
し
たパ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い

三

七(
一

四
七)

三

六(

一
四
六)



る

こ

の

こ

と

は

ぶ

“
に
お
け
る
残
淹
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
む
し
ろ
当
然
の
蕖
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

四

最

適

な

固

定

資

本

ス

ト

ッ

ク

の

推

定
 

.

、、
a
をC

-

に
代
入
し
て

K
に
つ
い
て
解
く
と
、

1

を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
適
な
固
定
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
わ
す
こ
と
が

S. 

K
、
=
{
a
c
(
l
+
a
l
y
}
-
】〔
？

(1

丄

)

p

-!
'

4

32 
し
？

^.Vi

こ
こ
に
、

u 1
2
は
資
本
の
労
働
に
対
す
る
^

対

肺
格
の

複
利
ト
レ
ン
ド
に
沿
っ
た
傾
向
値
で
あ
る
。

1

に
す
で
に
推
定
済
み
の

f 

f

デ

f

で
を 

ィ
入i 

. 

&丨
=:丨
亦\\

数

~仏

^
よ

び

％
の
林
調
関
数
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
各
期
に
お
け
る
議
値
を
そ
れ
ぞ
れ
に
代 

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

'g

か
ら
各
期
に
お
け
る
最
適
な
麗
资
本
ス
ト
ッ
ク
の
推
定
値
を
求
め
る

こ

と

が

で

き

る

。

及
本
来
な
ら
ば
極
く
短 

拟
の
変
動
を
除
去
し
た
値
を
用
い
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

五

ス

ト

ッ

ク

調

整

過

程

•
比
較
静
学
的
接
近
；

•各
ぉ
に
お
け
る
虽
リ
水
準
生
座
技
術
お
よ
び
相
対
価
格
が
与
え
ら
れ
る
と
、
対
応
す
る
最
適
な
资
本
ス
ト
ッ
ク
必
獎
贵
が
決
定
さ
れ
る
。
企 

業
の
設
侦
投
資
行
動
は
、
既
存
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
最
適
ス
ト
ッ
ク
に
対
し
て

.調
整
し
よ
う
と
す
る
プ

P
セ
ス
と
し
て
観
察
さ
れ
る
と
仮
定
し
よ 

う

こ

の

謀

^
の
速
度

.は
、
資
金
の
利
用
可
能
性
、
企
業
の
初
期
条
件

I

負
僙
構
造
、

マ

—

ヶ
ッ
ト
：
ゾ

H

ァ
丨
、
'既
存
ス
ト
ッ
ク
と
最
適
ス 

ぃ
夕
と
の

"* 

"
フ
の
ゴ
き
さ
な
ど

^

^
お
よ
び
将
来
期
待
の
故
さ
に
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
投
資
行
動
に
対
す
る
一
種
の
比
較
静 

学
的
な
接
近
法
で
あ
る
。

メ
ィ
ャ
丨
は
、
企
業
の
著
し
い
状
態

—

均
衡
水
準

—

を
よ
り
一
般
化
し
て
つ
ぎ
の
三
点
に
要
約
し
て
い

設
備
投
資
の
変
動
と
最
適
资
木ス
ト
ッ
ク 

，
，
/
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四
〇
.(

一
五
〇)

る
。
す
た
わ
ち
、
⑴
企
業
の
平
均
的_

_

一
 

時
的
変
動
を
除
く_

_

な̂
産
出
水
準
を
維
持
す
る
の
に

最
適
な
生
産
能
力
が
存
在
す
る
こ
と
、

⑵
純 

利
潤
に
対
す
る
配
当
額
の
比
率
が
、
意
図
さ
れ
た
長
期
的
な
目
標
と
さ
れ
る
比
率
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び

⑶
均
衡
水
準
に
お
い
て
お
こ 

な
わ
れ
る
投
資
は
、
生
産
拡
張
以
外
の
目
的
を
も
ち
、
そ
の
額
は
、
ほ
と
ん
ど
外
部
資
金
を
必
要
と
し
な
い
枠
内
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ(

る)

。
 

以
下
の
分
析
で
は
、
こ
の
メ

ィ

ャ
I
の
蕋
本
的
な
考
え
方
が
大
体
に
お
い
て

踏
襲
さ
れ
て
い

る
。

ス
ト
ッ
ク
調
整
過
程
の
原
型
と
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
設
備
投
資
方
程
式
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

=

ft

o +
 

a
l 

(

I

C

J

*

I

WJ
-

1
)

+

穿

こ
こ
に
、

«0
お

よ

び

«1
は
未
知
の
パ
ラ
メ
タ
、
V

ば 

< 期
の
実
質
設
備
使
资
、

^
は
確
率
攪
乱
項
で
あ
る
。

«1
は
通
常
'
調
整(

反
応)

速
度

係
数
と
'呼
ば
れ
、
定
数
と
仮
定
さ
れ
る
。
こ
の
タ
ィ
プ
の
投
资
方
程
式
の
経
験
的
研
究
が
、
こ
れ
ま
で
に
多
数
の
成
果
を
上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、

«1
が
一
定
で
あ
る
と
い
う
仮
矩
に
満
足
し
た
人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、

«1
が
企
業
の
初
期
条
件
、
资
金

の
利
用
可
能
性
、
技
術
的

•
物
理
的
制
約
、
将
来
期
待
な
ど
に
依
存
し
て
変
化
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
期
首
に
お
け
る
自
己
资
本
比
率

を
^-
、
当
期
の
利
潤
予
想
額
を
ル
、
期
首
に
お
け
る
マ
ー
ヶ
ッ
ト
：
ゾ
ヱ
ァ
ー
を
、M

A
S
Z
、

资
金
調
達
コ
ス
ト
を
i

で
表
わ
す
と
、
可
変
的

な
^
整
速
度
を
も
つ
設
侦
投
资
方
程
式
を
、
さ
き
に
示
し
た
原
型
か
ら
の
一
つ
の
発
展
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ 

(

9) 

.

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

1 へ=
^

+

>(

«
* 
丨

«

-
1

)
+
/
5
&
+
/
?
^

-1+/?4
ミ
>
8
、-1+/?

:-.
+
^

こ
こ
に
、
F

…
…
,

F

は
米
知
の
.パ
ラ
メ
タ
、

的
は
確
率
攪
乱
項
で
あ
る
。

右
式
に
お
い
て
、
ョ
，
を
ム
，M

A
S
i
,

や
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
一
定
値
を
と
る
と
き
、

ス
ト
ッ
ク
の
調
整
速
度
は
/?
1
に
ー
致
す
る
。
そ
う
で
'

な
い
場
合
に
は
、
調
整
速
度
は
灼
の
上
下
に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

図 3 製造槊龙獎企栗におけるK ,* およびK(-a の推移
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注） 昭和3 5年価格，雄位兆円t ^
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J 
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2 

設
備
投
資
の
変
動
と
最
適
資
本
ス
ト
ッ
ク

六

最

適

ス
ト
ッ
ク
と

現
実
の
.ス
ト
ッ
ク
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

図
三
に
は
、
昭
和
三
十
一
年
度
上
期〜

四
十
一
年
度
上
期
の
わ
が
国
製
造
業 

主

要

企

業

グ

ル

ー

プ

に

つ

い

て

、

'⑽
か
ら
推
定
し
た
、最

適
ス
ト
ッ
ク

K*
と

現
実 

の
ス
ト
ッ
ク
の

馨

が

示

さ

れ

て
い
る
。

K*
の
推
定
に
必
要
な
。ハ
ラ
メ
タ
の

推 

定
値
は
、
表
ニ
の
最
下
欄
.に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

云
う
ま
で

も
な
く

、

vt 

に
は
各
期
の
実
質
売
上
高
が
、
u l
2
に
は
相
対
価
格
の
傾
向
値—

u 1
2
の
初
期
値 

と
表
一
に
示
さ
れ
た
そ
の
相
対
的
瓒
加
率( —

 3.430

パ
ー
セ
ン
ト)

に
よ
っ
て
求 

め
る
こ
と
が
で
き
る

-
が
利
弔
さ

^

る
。

K
を
姒
r
に
お
け
る
资
本
ス
ト

ッ
ク
t
と
比
較
す
る
と
、

前
者
の
方
が
短
期 

W
な
景
気
の
サ
ィ
ク
ル
と
同
調
す
る
よ
う
な
動
き
を
示
す
の
に
対
し
て
、
後
者 

は
変
0
が
か
な
り
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
よ

く

見
る
と
、
ぷ
者

が

 

者
に
対
し
て
若
干
の
ラ
グ
を
伴
う
動
き
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
で

あ

ろ
 

う

し

か

し

_
同
時
に
こ
の
ラ
グ
が
一
様
で
は
な
い
こ
と
も
読
み
と
れ
る
。

最
適
ス
ト
ッ
ク
は
、
昭
和
三
士
一
年
度
上
期
、
三
十
五
年
度
上
期
丄
二
十
六 

年
度
_卜
期
三
十
八
年
度
下
期〜

四
十
年
度
上
期
の
各
期
に
お
い
て
期
首
ス
ト 

ッ
ク
を
上
回
り
、そ
の
他
の
期
間
で
は
下
回
っ
て
い
る
。

図
四
は
、
こ
の
両
者
の 

ギ
ャ
、
' フ
を
設
が
投
资
の
报
移
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

.図
四
に
よ
る
と
、

四

一

(

一
五
一)



表 3 記 号 法

記 号 変  数

实 贾 内 部 資 金 ： 資 財 物 価 で デ フ レ ー ト し た 。

製 造 業 主 要 企 業 合 計 ， 以 下 同 様 。

CRilp/t') 実 質 内 部 留 保 ： 資 本 財 物 価 で デ フ レ ー ト し た 。

dt-i 期 首 負 啟 比 率 ： 自 己 資 本 に 対 す る 良 殷 残 高 の 比 率 。 パ 一 セ ン ト 表 示 。

n\-x 前 期 の 総 資 本 収 益 率 ： 使 用 総 資 本 に 対 す る 営 業 利 益 の 比 率 ， 年 率 パ 一

で ノ  r o

前 期 の 売 上 高 純 利 益 率 ： 年 率 パ 一 セ ン ト 。

i - 1 前 期 の 利 子 対 有 利 子 負 饬 比 率 ： （長 • 短 期 借 入 金 + 受 取 手 形 割 引 残 高 +

社 战 ） に 対 す る 金 融 赀 用 の 比 率 ， 年 率

iu 全 国 銀 行 平 均 貸 付 け 金 利 ： 日 少 銭 。 ‘

i c n t コ ー ノレレ ー ト ： 無 条 件 も の 。 R 歩 銭 。

L 卜 i 期 首 当 座 比 率 ： 流 動 負 偾 に 対 す る 当 座 資 産 の 比 率 ， パ 一 セ ン ト 。

期 首 固 定 比 率 ： 街 己 資 本 に 対 す る 固 定 資 産 の 比 率 。

四
ニ 

(

一
 
五
ニ)

(

.
1

)

設
備
投
資
が
観
察
期
間
の
全
域
に
百
一
つ
て
プ
ラ
ス
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の 

ギ
ヤ
ッ
プ
は
ゼ
ロ

を
中
心
と
し
て
芷
負
の
値
を
と
つ
て
い
る
。(

：11)

ギ
ヤ
ッ
プ
の
変 

域
は
設
備
投
資
の
そ
れ
に
比
べ
て
か
な
り
大
き
い
。

0
11
1)

全
体
と
し
て
見
る
と
両
者 

の
変
動
。ハ
タ
ー
ン
が
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し(

IV)

変
動
の
ピ
ー
ク
は
、
三
十
五
年 

以
降
に
お
い
て
、
二
期
間
の「

ず
れ」

が
認
め
ら
れ
る
。

'以
上
四
点
の
中
で
、(

.
1

)

は
す
で
に
多
数
の
観
察
事
実
か
ら
周
知
に
属
す
る
が
、

(

11〜

.

も̂
ま
た
前
要
な
観
察
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。(

11)

は
、
現
実
の
設 

f••
投
資
が
意
図
し
た
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
低
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
ガ 

で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

(

IV)

と
共
に
、
設
備
投
資
行
動
に
対
し
て
ス
ト
ッ
ク 

調
盤
原
理
を
適
用
す
る
こ
と
を

正
当
化
す
る
若
干
の
根
拠
を
与
え
う
る
で
あ
ろ
う
。
 

し

か

し

、

同

時

に

、

調

整

速

度

が

.一
様
で
は
な
い

こ
と

も
、
上
の
観
察
事
実
は
示
し 

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

七
設
備
投
資
方
程
式
の
推
定
結
果

■

試
み
に
、
設
備
投
資
と
ギ
ャ
ッ
プ(K,*

丨K
T
1
)

と
の
間
の
相
関
係
数
を
求
め
る 

と
、1

0
.
6
2
3

で
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
 

調
整
速
度
が
一
様
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
調 

整
速
度
を
変
化
さ
せ
る
要
因
と
し
て
通
常
考
え
ら
れ
る
も
の
を
と
り
出
し
て
、
恭
干

図 4 製 造 業 主 袈 企 業 の 設 備 投 資 と （K 产 ー ル っ ） の 比 校

rf)5

1000
設
備
投
資
の
変
動
と
最
適
資
本
ス
ト
ッ
ク

669()559 19(50 1 9 6 1 1%2 1968 ，】％ 1195G 1957 1958

の
統
剽
的
テ
ス
ト
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
テ

ス
ト
に
用
い
た
諸
変
数
よ
表
三 

.
の
通
り
で
あ
る
。
 

.•

こ
れ
ら
の
諸
変
数
は
デ
ー
タ
の
利
用
可
能
性
と
直
観
と
に
よ
つ
て
遲
ボ

L 

た
に
過
ぎ
な
い
。
実
質
内
部
资
金
ま
た
は
内
部
留
保
は
、
資
金
源
泉
の
核
と
な 

つ
て
、
外
部
資
金
調
達
を
助
け
る
と
同
時
に
、
市
場
条
件
の
指
標
と
も
な
る
で 

あ
ろ
う
。
総
資
本
収
益
！K

お
よ
び
売
上
高
純
利
益
率
も
同
様
に
、
市
場
条
件
の 

指
標
.と
な
る
で
あ
ろ
う
。
利
子
率
は
、
外
部

資
金
の
ア
ベ
イ
ラ
ビ
リ
テ
ィ

ー

の 

指
標
で
あ
る
。
当
座
比
率
は
.企
業
流
動
性
の
一
つ
の
尺
度
と
な
る
。
固
定
比
率 

は
資
産
構
造
の
初
.期
条
件
の
指
標
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

前
述
'の
ギ
ャ
ッ
プ(

K

*

l

r)

と
共
に
、
こ
れ
ら
の
諸
変
数
と
靈
投
資 

と
の
間
の
全
相
関
係
数
お
よ
び
偏
相
関
係
数
を
計
算
す
る
と
、
表
四
の
よ
う
に 

な
る
。
表
に
よ
る
と
、
'
ギ
ヤ
ツ
プ(

«
* —

 
K
T
l

)

の
偏
相
関
係
数
が
対
応
す
る 

全
相
関
係
数
よ
り
多
少
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
負
僙
比
率
の
偏
相
関
厣
数 

が
マ
イ
ナ
ス
に
な
つ
た
こ
と
、
総
資
本
収
益
率
が
プ
ラ
ス
に
な
つ
た
こ
と
な
ど 

が
治
目
さ
れ
る
表
四
に
掲
げ
た
す
べ
て
の
変
数
を
説
明
変
数
と
し
て
製
造
業 

主
要
企
業
の
設
備
投
資
方
程
式
を
デ
ー
タ
に
適
合
さ
せ
た
結
果
は
つ
ぎ
の
よ
う 

に
な
る
。

す
な
わ
ち
、

四

三(
一

五
三)



図 5 製造業主耍企槊の設備投資の内柿テ ス ト ⑴

195(5 1957 — —— ——

図 6 製造業主要企業の設備投資の内挿テ ス ト {の
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諸変数との相閲係数備役资表

I偏相閲係数=全相閲係数
L
=
I
2
,
4
1
6
;
5
1
0
+
P
1
1
9
5
(
K
,
*
-
K
T
1
)
+
1
.
1
9
4
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p

+

s
/
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(

2
00
4)

P
7
6

)
0. 687 
0. 244 
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0 .709 
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0. 370 
0. 260 
0 .057 
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0. 001 
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年度上期。

1
1
.

956

oo(
I
W
3
^
)

(
L 95)

丨
1
000
, 

4
0
3
0
Z
P
V

(

I

k

1
5
. 

603.

0
R.
T
I 

+

116, 
6
00
7
. 

0 

n
\
,
l

 

(3. 0
2
)
(
1
.
9
6
)

■ 1 +

 96, 954. 2 
Ar-f 152, 
96
00
.
〇
 
t 

(
a

00
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0 .13i 
0. 201 
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00
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v
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変
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R
N
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OO
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R
H
0
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9

OO
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,
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5
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&
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こ
こ
に
，、
係
数
推
定
値
の
直
下
の(

)

内
の
数
値
は
、

6
丨

値
で
あ
る
。
ま
た
、
R2
は
決
茏 

係
数
、
瓦
は
自
由
度
調
整
済
み
の
肅
相
関
係
数
、
I
sは
回
帰
の
周
囲
の
標
準
誤
差
、
d
は
ダ 

丨
ビ
ン
•
ヮ
ト
ソ
ン
統
計
量
で
あ

る

。

適
合
度
は
か
な
り
高
く
、(

«
*—

«

)

，

〔( 户
+
D

し
/ 

v
f
p
d
l
,

 
1
1
\
士

な
.ど
の
係
数
推
定
値
は
符
号
条
件
を
満
_足
し
、

統
計
的
に
有
意
で
あ

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_る。
し
か
し
、

利
子
率
、

実
質
内
部
留
保
お
よ
び
当
座
比
率
の
係
数
に
は
問
題
が
残
さ
れ

る
。
ま
た
、
ギ
ャ
ッ
プ(

«
*
丨
；K
Z)

の
係
数
が
か
な
り
小
さ
い
こ
と
か
ら
し
て
、
調
整
速
度
が
変
化
し
て
い
る
と
い
う
仮
定
は
妥
当
で
あ
る
よ 

う
に
思
わ
れ
る
。
上
の
推
定
結
果
に
よ
る
L
の
推
定
値
と
観
察
値
の
比
較
は
図
五
に
示
さ
れ
て
い
る
。

贷

付

け

金

利

お

よ

び

コ

ー

ル
.
レ
ー
ト
を
落
し
た
場
合
の
推
定
結
果
は
、
.
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

1、=
/|
00
900
,
 0

30 +

 〇
.
0
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4
6
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^
*
丨
巧
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0
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4
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/ ？V
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(2.21

)

.
 

(0.

900)

2. 

3
5CO
6 (R,/

ぎ

)
—
4, 449. 4 

を
-

1 +

 61, 079. 4 n
\
—
l 

(2.51) 

(2.62) 

(1.22)

I



.四

六(

一
五
六)

丨 20, 

400
6
. 

6 Z
T
V
1

 +

 36, 5
6
7
.

00
:-
ム

+

 1
,
2
4
4
.
1 r

l

 +

 1
2
,
1
4
6
.
1

F
Z 

.

P
2
S) 

(
1
.
2
0
)
0
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2
1
)

 

(3.22)

^
=
0
.
9
7

 
仁 

E
=
p
9
7
6

 

g
=
2
9
,

oo
oo
7
.co

こ
の
場
合
に
も
、
さ
き
の
推
定
結
果
と
比
較
し
て
、
係
数
の
符
号
条
件
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
推
定
値
と
観
察
値
と
，の
比
較
は
図
六
に
示
さ
れ

て
い
る
。
_

図
五
お
よ
び
六
に
よ
る
と
、
L
の
回
帰
推
定
値
は
確
か
に
実
績
値
の
変
動
を
よ
く
追
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
係
数
推
定
値
を
個
別
に

饿
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調
べ
る
と
、
理

論

的

尊

条

件

を

蹵

し

な

.い
も
の
が
華
で
は
あ
る
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、
内
部
留
保

、

n

l

ル

•
レ
丨
ト
に
つ
い
て

は
全 

く

議

諸

の

余

力

な

、

の

で

こ

れ

ら

の

変

数

を

落

と

し

、

さ

ら

に

若

干

の

他

の

変

数

も

落

と

.し

た

と

き

の

推

定

を

S

試
み
た
。
結
果
は
表
五 

に
示
さ
れ
て
し
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
.係
数
推
定
値
が
裏
で
あ
り
、

理
論
的
符
号
条
件
を
満
足
し
て
い
る
の
は
、

僅
か
に(
S)

と(

G)

の
み 

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
推
定
結
果
は
、
統
計
的
な
適
合
度
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、

か
.な
り

不

蹵

な

も

の

で
あ
っ
た
。
.

以

上

は

製

造

業

塞

企

證

対

す

る

I

繁

で

あ

る

が

、
こ
れ
を
表
一
お
よ
び
ニ
票
し
た
各
議
別
I

み
る
こ
と
は
、
か
な
り
興
味
が 

あ
る
。
製
議
全
体
の
場
洽
に
成
功
し
な
か
っ

た
I

数

q

効
果
I

I

、

■

別
に
推
定
を
S

る
こ
と
に
よ
っ
て
改
善
す
i

表

残
さ 

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

八

暫

定

的

結

論

今

a

の
竹

業

で

は

K

ト
ッ
ク
調
蕭
理
に
お
け
る
ギ
ャ
ッ
プ
の
調
整
速
度
が
可
変
的
な
場
合
を
想
定
し
て
、\調
整
速
度
を
変
化
さ
せ
る
経
済 

的

な

麗

因
I

ら
か
に
す
§

」

と
を

試
み
た
。
麗

階

で

は

、
こ
の

試
み
が
成
功
し
て
い
る
と
篇
い
難
い
が
、

I

I

I

の
経
験
的
研 

究
の
ー
つ
の
発
展
方
向
を
示
す
こ
と
が
'

で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

マ
I
ヶ
ッ
ト
•

シ
ェ
ァ
-
の
変
化
の
激
果

は
、

議

霞

M

A

S

の
適
当
な

.
 

デ
ー
タ
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
推
定
を

断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

仄
と
1<
:
_の
ギ
う
ッ
フ
を
調
整
す
る
速
度
が
可
変
的
で
あ
る
と
い
う
想
定
を
、

二
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
に
導
入
す
る
場
合
の
も
う
一
つ
の
改
善
と
し 

て
、
設
備
の
適
正
稼
働
率
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
疆
投
資
関
数
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
わ
事

I
る
で
あ
ろ 

う
。
す
な
わ
ち
、

L
i
=
y
o
+
7
1

 (

K
*
I
\
K
Z

)

+

.

こ
こ
に
、
0

お
よ
び
ス
は
定
数
、
.前
者
は
投
資
決
i

形
成
か
ら
実
現
ま
で
の
ラ
グ
、

後
者
は
適
正
稼
働
率
を
表
わ
し
て
い
る
。

今
後
の
課

-©'
と
し 

設
備
投
資
の
変
動
と
最
適
资
本
ス
ト
ッ
ク 

四

七

(

一
五
七)



四

八(
1

五
八)

て
は
、
業
種
別
デ
ー
タ
.に
よ
る
こ
の
よ
う
な
聖
，の
関
数
の
推
定
.を
試
み
る
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。

注 

：

*

こ
の
小
論
は
、
筆
者
が
一
橋
大
学
経
済
研
究
所

「

数
量
経
済
研
究
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト

」

の
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム

——

昭
和
四
十
ニ
年
九
月
八
、
九
日

——

に
お
い
て 

報
告
し
た
内
容
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
の
際
に
有
益
な
コ
メ

ゾ

卜
を
い
た
だ
い
た
ピ

ッ

ッ
バ
ー
グ
大
学
真
栄
城
朝
敏
氏
、
一
橋
大
学
の 

今
井
賢
一
、
時
子
山
和
彦
両
氏
、
そ
の
他
の
諸
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

(

1

)

こ
こ
に
、

「
長
期

J

と
は
短
期
の
景
気
循
環
の
全
局
商
を
ヵ
バ
ー
す
る

.

よ
う
な
期
間
で
あ
り
、

長
期
に
お
け
る
安
定
性
と
は
、
例
え
ば
戦
後
の
わ
が
国
に 

お
け
る
昭
和
三
〇
年
代
の
十
年
間
に
お
け
る
横
這
い
傾
向
を
指
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
景
気
の
上
昇
期
と
下
降
期
に
お
い
て
、
こ
れ

.

ら
の
変
a

は
循
環
変
動 

を
示
し
て
い
る
。

{
3

例
え
ば
、
拙
稿

〔

10
1〔

11
1—
1

は
' 

こ
の
二
つ
の
前
提
の
経
験
的
妥
当
性
を
、
戦
後
の
わ
が
国
製
造
業
業
種
別
時
系
列
デ
ー
タ
に
よ
る
観
察
事
実
に
よ
っ
て
褽 

付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

(

3

)

相
対
価
格
の
変
化
と
の
関
連
に
お
け
る
平
均
固
定
资
本
係
数
の
上
昇
は
、
別
の
兒
方
を
す
れ
ば
、
資
本
•
労
働
比
率
が
相
対
価
格
の
低
下
と
と
も
に
上
昇 

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
本
稿

‘末
の
別
図
一

〜

一
八
に
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
戦
後
の
わ
が
国
製
造
業
に
対
す
る
観
察
結
梁
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(

4

)

ハ
ー
バ
ラ
ー
の
引
用
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
…

室
内
を
暖
め
る
た
め
に
暖
炉
に
も
う
一
度
点
火
す
る
と
し
て
も
、
し
ば
ら
く
待
た
な 

け
れ
ば
適
温
に
逹
し
な
い
。
室
内
が
依
然
と
し
て
冷
た
く
、
温
度
計
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
と
、
あ
ま
り
経
験
の
な
い
人
な
ら
ば
、
つ
い
石
炭
を
余
計
に
投
げ 

込
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
投
げ
込
ん
だ
石
炭
が
全
部
点
火
し
た
と
き
に
は
、
我
慢
で
き
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
に
な
る
位
い
沢
山
の
量
が
既
に
火
床
に
入
っ
た
に 

も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
石
崁
を
入
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
そ
の
時
の
冷
た
さ
の
感
覚
と
、
そ
の
影
響
に
対
す
る
温
度
計
の
指
示
に 

頼
る
.

と
'

必
ら
ず
室
内
を
暖
め
す
ぎ
る
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。

.

:」
(

同

書

ニ

ー

一

五

頁

、

誑

者

訳

)

。
 

.

(

5

)
，

限
界
資
本
係
数
が
長
期
に
お
い
て
は
安
定
的
だ
が
、
短
期
に
お
い
て
は
伸
縮
的
で
あ
る
と
想
定
し
た
わ
が
国
の
計
測
例
と
し
て
は
、
拙
稿

〔

12〕
〔

13〕
〔

14〕 

を
参
照
せ
よ
。

■

(

6

)

こ
の
推
定
結
娘
は
、
拙
稿

〔

15〕

よ
り
の
引
用
で
あ
る
。

(

7

)

以
下
の
定
式
化
お
よ
び
パ
ラ
メ
タ
の
推
定
値
な
ど
は
、
筆
者
が
別
の

E

的
で
書
い
た
英
文
論
文

〔

16〕

に
主
と
し
て
依
存
し
て
い
る
。

(

8

) 

メ
ィ
ャ

ー

.
グ

ロ

ー

バ
ー〔

8〕

一
 

四—

一
五
頁
を
党
よ
。

(

9

)

真
栄
城
氏
は
、
調
整
速
度
の
可
変
性
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
特
定
化
の
代
り
に
、

«i
lu
w!
—

”

な
。、
+

/

5

1、ョ
+

/

?

2、̂
-

1

.

十
/
?
3、

M

A

S

i

-

l
-f
/

3

4--
+

^

、

の
よ
ぅ
な
特
矩
化
を
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た
。
し
か
し
、

は
正
負
両
方
の
値
を
と
り
得
る
た
め
に

—

市
実
、
図
三
は
こ
の
こ
と
を
明
示
し 

て
い
る

——

こ
の
特
矩
化
は
不
適

^

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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鉄
鋼
大
手
五
社
の
団
体
交
渉

——

交渉戦術の考察

——

石

'
田英
夫

一、
は

じ

め

に

. 

.

わ
が
国
の
鉄
鋼
大
手
五
社——

八
幡
製
鉄
、
■富
士
製
鉄
、
日
本
鋼
管
、
住
友
金
厲
工
業
、
神
戸
製
鋼
所——

は
昭
和
三
十
四
年
以
来
、
各
社
足 

並
み
を
そ
ろ
え
た
同
額
の「

一
発
回
答」

に
ょ
っ
て
賃
金
交
渉
を
解
決
し
て
い
る
。

本
稿
は
鉄
鋼
経
営
者
の
団
体
交
渉
戦
術
と
し
て
の
一
発
回
答
主
義
を
と
り
あ
げ
、

一
、
そ
れ
は
い
か
な
る
動
機
と
H
櫻
を
も
っ
て
い
る
か
.

ニ
、
ど
の
ょ
ぅ
な
条
例
の
1'
で
可
能
と
な
る
か

三
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
体
系
は
何
か

四
、
そ
の
労
働
組
合
へ
の
ィ
ン
パ
ク
ト
は
何
か
：

- 

こ
れ
ら
の
諸
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
をHE

的
と
し
て
い
る
。

交
渉
過
程
の
通
常
の
パ
タ
ン
は
最
終
妥
結
額
ょ
り
は
る
.か
に
低
い
初
回
答
か
ら
出
発
し
て
、
二
次
、
三
次
、
四
次
と
積
み
あ
げ
る
い
き
方
で
あ 
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交
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